
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （１２月１２日締切分）

葛西玄涛先生選評

住
　
吉
　
房
　
子
　
　
　
推
選

基
本
に
忠
実
な
字
形
で
正
面
を

向
い
た
文
字
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

堂
々
と
し
た
正
道
を
い
く
作
品

に
な
っ
た
。
曲
線
、
直
線
の
ど

ち
ら
も
強
く
、
紙
面
に
広
が
り
、

心
穏
や
か
に
鑑
賞
で
き
る
。

大
　
澤
　
和
　
風
　
　
　
推
選

大
き
な
筆
運
び
で
大
き
な
文
字

を
表
現
し
て
、
紙
面
を
飛
び
出

す
ほ
ど
の
雄
大
さ
を
持
っ
て
い

る
。
柔
ら
か
な
動
き
の
線
が
多

く
、
繊
細
な
叙
情
性
も
加
味
し

た
こ
と
で
完
成
度
が
高
い
。

森
　
山
　
蒼
　
越
　
　
　
推
選

い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
文
字
を
傾

け
な
が
ら
、
行
立
て
に
工
夫
が

見
ら
れ
て
楽
し
い
変
化
を
生
ん

だ
。
潤
渇
の
変
化
、
線
の
強
弱

の
変
化
な
ど
の
書
法
技
術
に
一

段
と
磨
き
が
か
か
っ
た
よ
う
で

す
。

梅
　
原
　
花
　
響
　
　
　
推
選

漢
字
の
一
部
分
を
密
に
す
る
こ

と
で
、
そ
の
文
字
の
印
象
を
強

め
、
グ
イ
グ
イ
と
力
強
い
線
で

一
気
に
書
き
上
げ
た
。
直
筆
で

優
し
い
平
仮
名
が
点
在
し
て
、

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
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武良霜伯先生選評

由
　
見
　
麗
　
華
　
　
　
推
選

十
七
帖
の
拓
本
の
力
強
い
線
と

筆
力
を
手
中
に
入
れ
な
が
ら
、

参
考
作
品
の
良
さ
も
加
味
す
る

と
い
う
、
見
所
の
多
い
推
選
作

品
と
思
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
作

に
鍛
錬
の
成
果
が
窺
え
る
。

星
　
埜
　
天
　
暁
　
　
　
推
選

筆
圧
の
変
化
が
顕
著
。
特
に
一
、

二
行
共
、
下
半
に
厚
み
と
ス
ピ

ー
ド
の
筆
運
び
が
凝
縮
さ
れ
て

お
り
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
永

年
に
亘
る
修
練
の
賜
物
と
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

玉
　
水
　
美
智
子
　
　　

推
選

筆
が
縦
横
無
尽
に
よ
く
動
い
て

お
り
、
手
首
柔
ら
か
く
最
後
ま

で
流
れ
良
く
書
き
切
っ
て
い
ま

す
。
軽
快
な
タ
ッ
チ
で
リ
ズ
ム

感
が
あ
り
、
明
る
く
気
品
の
あ

る
作
品
で
す
。

谷
　
村
　
や
よ
い
　
　　

推
選

筆
鋒
の
開
閉
良
く
、
多
彩
な
線

質
で
や
や
小
振
り
な
が
ら
纏
ま

り
も
良
く
、
実
力
の
高
さ
を
感

じ
ま
す
。
文
字
の
大
小
、
潤
渇

等
の
バ
ラ
ン
ス
良
く
上
品
。
安

定
感
の
あ
る
快
作
で
す
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （１２月１２日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （１２月１２日締切分）

吉澤真理先生選評

栗
田
久
仁
子
　
師
範

原
帖
の
流
麗
な
連
綿

美
を
自
然
体
で
表
現

さ
れ
ま
し
た
。
特
に

渇
筆
部
の
変
化
心
地

良
く
、
穏
や
か
な
空

気
の
中
に
生
彩
を
感

じ
ま
す
。

宮
内
悦
子
　
　
師
範

表
情
優
し
く
落
ち
着

い
た
運
筆
で
書
き
進

み
ま
し
た
。
穂
先
の

バ
ネ
の
効
い
た
澄
ん

だ
筆
線
、
墨
量
の
推

移
も
自
然
で
安
定
感

の
あ
る
作
で
す
。

林
　
溪
舟
　
　
八
段

字
形
美
し
く
、
軽
快

な
リ
ズ
ム
で
伸
び
や

か
な
線
条
は
明
る
く

爽
や
か
で
す
。
淡
墨

の
為
か
潤
渇
の
変
化

が
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
の
が
惜
し
ま
れ
ま

す
。

中
村
由
美
子
　
六
段

筆
力
が
あ
り
引
き
締

ま
っ
た
書
線
は
凛
と

し
た
空
気
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。
更
な
る

〝
カ
ス
レ
〟が
加
味
さ

れ
る
と
メ
リ
ハ
リ
の

効
い
た
堂
々
の
作
と

な
る
で
し
ょ
う
。

林
　
啓
子
　
　
五
段

緩
急
や
筆
圧
の
変
化

に
心
入
れ
が
あ
り
、

浮
沈
の
効
い
た
生
き

生
き
と
し
た
作
と
な

り
ま
し
た
。
実
線
は

細
く
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

市
川
紀
子
　
　
四
段

丁
寧
な
筆
運
び
に
好

感
で
す
。
墨
量
に
留

意
し
、
浮
沈
、
緩
急

な
ど
の
変
化
を
取
り

入
れ
表
情
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。
行
が
左

へ
流
れ
た
の
が
残
念

で
す
。

白幡陽子先生選評

中
　
野
　
八
重
子
　
　
　
推
選

筆
力
充
実
の
深
い
呼
吸
、
堂
々

の
佇
ま
い
。
大
胆
な
文
字
が
紙

面
を
一
気
に
貫
き
存
在
感
を
高

め
ま
し
た
。
殊
に
緩
急
の
運
筆

か
ら
生
じ
る
墨
彩
の
美
し
さ
が

一
段
と
輝
く
魅
力
作
。

武
　
部
　
圭
　
子
　
　　

推
選

う
す
墨
の
線
条
し
な
や
か
に
、

習
得
し
た
気
負
い
の
な
い
筆
法

の
流
れ
。「
子
猫
」を
中
央
に
配

し
ふ
ん
わ
り
と
収
め
た
終
句
の

｢

ま
か
り
あ
る｣

温
か
く
愛
ら
し

い
情
景
が
広
が
り
ま
す
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （１２月１２日締切分）

江幡太瓏先生選評

堀
　
桜
香
　
　
師
範

｢

霊｣

の
下
部
縦
画
二

本
が
近
す
ぎ
た
の
は

残
念
で
す
が
、
筆
の

握
り
柔
ら
か
く
浮
沈
、

リ
ズ
ム
が
素
晴
ら
し

い
。
小
書
き「
東
大

寺
」も
変
化
に
富
ん

で
い
て
い
い
で
す
ね
。

佐
治
史
惠
　
　
師
範

縦
横
の
起
筆
、
素
晴

ら
し
く
特
に｢

貴｣

の
長
い
横
画
の
筆
圧
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
大
き
さ
に
も

品
格
を
感
じ
、
師
範

の
風
格
が
あ
り
ま
す
。

大
竹
百
香
　
　
準
師

墨
量
、
筆
圧
充
分
で

何
と
元
気
な
作
品
で

し
ょ
う
。
少
し
大
き

い
の
で
お
名
前
が
窮

屈
に
な
っ
た
の
と
、

両
冠
の
転
折
が
内
側

に
入
り
す
ぎ
た
の
が

気
に
な
り
ま
す
。

峯
岸
櫻
邱
　　

師
範

伸
び
や
か
で
大
ら
か

で
気
持
ち
良
く
書
い

て
い
る
姿
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。
何
と
言

っ
て
も
作
品
が
若
々

し
い
で
す
。
こ
の
気

持
ち
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
て
下
さ
い
。

𠮷
川
佳
見
　
　
準
五

懐
広
く
、
白
の
美
し

い
作
品
で
す
。
筆
圧

の
軽
重
が
も
う
少
し

あ
っ
た
ら
な
お
良
か

っ
た
。
小
書
き
も
位

置
、
大
小
、
太
細
、

良
く
出
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

井
上
順
子
　　

準
七

確
か
な
起
筆
、
収
筆
、

転
折
、
皆
さ
ん
共
通

で
す
が
お
見
事
で
す
。

印
で
す
が
、
い
く
つ

か
お
持
ち
で
あ
れ
ば

も
う
ひ
と
回
り
大
き

い
も
の
を
押
し
て
欲

し
か
っ
た
で
す
。

幸
田
智
美
　
　
四
段

何
と
言
っ
て
も｢

寵｣

の｢

宀｣

と｢

龍｣

の
空

間
、
白
が
絶
妙
で
素

晴
ら
し
い
。
良
く
原

帖
を
観
て
い
ま
す
ね
。

小
書
き
部
分
に
も
大

小
、
太
細
の
変
化
が

欲
し
い
。

オ
レ
ニ
ッ
チ
渓
泉
　
準
六

一
本
一
本
に
気
持
ち

が
行
き
届
き
と
て
も

丁
寧
な
書
き
振
り
。

｢

宀｣

の
一
画
目
の
点

に
対
し
三
画
目
は
右

が
少
し
長
い
の
が
基

本
で
す
。
最
後
の
点

は
離
し
た
か
っ
た
。

加
藤
　
恵
　
　
準
三

補
筆
と
い
う
言
葉
ご

存
知
で
す
ね
。｢

｣

の
一
画
目
は
見
直
し

を
し
て
補
筆
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
清
潔

感
溢
れ
清
々
し
い
作

品
で
す
。｢

恵｣

少
し

大
き
か
っ
た
か
な
。

間
瀬
隆
男
　
　
二
段

｢

貴｣

の
下
部
が
少
し

細
か
っ
た
ぐ
ら
い
で
、

大
し
た
も
の
で
す
。

お
名
前
し
っ
か
り
練

習
し
て
下
さ
い
。
今

後
も
大
い
に
期
待
し

ま
す
。
楷
書
で
も
太

く
、
後
は
行
書
で
。

黒
川
雅
代
　
　
初
段

二
字
目
が
少
し
潰
れ

た
の
が
残
念
で
す
。

｢

龍｣

を
下
げ
れ
ば
良

か
っ
た
ね
。
浮
沈
良

く
リ
ズ
ム
感
が
あ
り

ま
す
。
小
書
き
の
大

小
い
い
で
す
ね
。
潤

渇
も
欲
し
い
か
な
。

鈴
木
真
由
美
　
一
級

太
細
が
お
見
事
で
、

貴
方
も｢

貴｣

の
長
い

横
画
の
反
り
具
合
、

勢
い
素
晴
ら
し
い
。

最
後
か
ら
二
画
目
、

原
帖
を
見
る
と
上
か

ら
下
に
払
う
の
が
正

解
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
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